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巻 頭 言 

 

サッカーと大学院博士課程 

 

薬学研究科長 安池 修之 

 

2018 年のサッカー ロシア W 杯のアジア最終予選も佳境を迎えている。私は静岡出身で古い話と

なってしまうが「清水の三羽がらす」が高校のグランドでサッカーの試合をするのを校舎の上から

眺めていた。そんなことからサッカーに興味があり 1993 年 5 月 14 日の J リーグ開幕戦は国立競技

場で観戦をした。2005 年、私は一年間ミュンヘン大化学科に留学した。研究は留学先の研究内容に

ついていくのが精一杯であった。一方で留学期間中に 52 回の日曜日があり、どのように楽しむか

が難題となった。ドイツは「閉店法」があるために週末のお店のほとんどが閉まっている。従って

家でおとなしくするかアウトドアするしか方法がなくなる。試行錯誤の結果、プロサッカーチーム

の Fc Bayern München の練習場に行くことに辿り着いた。これはお金もかからず、のんびりと長

い時間を過ごすことができた。その当事はオリバー・カーン、ミヒャエル・バラック、ロケ・サン

タ・クルスが所属し、そのシュート練習などでは各選手のボールを蹴る音だけでも度肝を抜かれた。

若手選手の一人だったバスティアン・シュヴァインシュタイガーと気軽に写真を一緒に撮ったりし

て遊んでいたが、2014 年の W 杯優勝メンバーになるなど予想もつかなかった。 

 「量的拡大をもって質的向上を図る」といった言葉がある。マイナーなスポーツでよく用いられ

る言葉であるが競技人口を増やすことで結果としてそのレベルを上げようというものである。日本

のサッカーもプロ選手だけでなく小さな子供たちの競技人口が増えた。加えて、指導者・クラブ関

係者・ファン・地域が力を合わせて支援することで質的な向上が図られＷ杯常連国になるとともに

ここまで人気のあるスポーツに発展してきているように感じられる。 

大学院４年制博士課程は 6 年制薬学部を基礎とする大学院で、臨床的課題を対象とする研究領域

を中心とした高度な専門性や優れた研究能力を有する薬剤師等の養成に重点をおいた教育研究を行

うことが求められている。これは臨床系教員や基礎系教員をはじめ皆が力を合わせて大学院生の教

育にあたることが大切となる。研究の舞台は世界との闘いでもある。大学院生とともに切磋琢磨し

世界に情報発信できることを願っている。学生にとって魅力ある大学院を示しながら多くの大学院

院生が入学することで愛知学院大学大学院薬学研究科の更なる発展を期待する次第です。 

終わりにあたり、記念すべき愛知学院大学薬学会誌第 10 巻の発刊、誠におめでとうございます。

節目の巻を迎え、今後益々の薬学会誌の充実と発展を祈念いたします。 
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